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２００５年のねじ産業に関する報告
２００５年１０月

機械工業製品の生産や各種構造物などあらゆる分野にわたって使用される鉄鋼の

需要はこの数年来着実な増加をみせており，我が国の粗鋼生産は２０００年以降は１億

トン超を維持しながら推移しています。昨２００４年の粗鋼生産では前年比２．０％増の

１億１，２７１万トンとなり，２００５年上半期（１～６月）についても前年同期比１．６％増

の５，６７２万トン強と引き続き上向いています。また，２００４年における世界粗鋼生産

も前年比８．８％増の１０億５，０００万トン（国際鉄鋼協会発表）と初めて１０億トンの大台

に達しました。最近の中国の鋼材消費の大幅な伸びも背景にありますが，世界的な

鉄鋼需要の拡大が進んでいるということでしょう。ただ中国の粗鋼生産は０５年上期

１億６，４００万トンと半期ベースで過去最高となり，国内需要の伸び悩みと供給過剰

の状況で，輸出にどう向けるかが課題となっているようです。

我が国の鉄鋼需要は堅調な自動車生産に加えて造船や工作機械ほか機械工業製品

の生産回復に伴い拡大していますが，この鉄鋼需要の増伸は我が国の機械工業にお

ける生産活動の上昇を裏付けていると言うことができます。ねじ需要を支える柱の

ひとつである自動車の生産は同報告書の後編に資料を載せてありますが，２００４年は

前年比２．２％増の１，０４９万台と伸びており，２００５年上半期（１～６月）実績も前年同

期比３．３％増５４７万台強と堅調に推移しています。また，民間設備投資の動向も平成

１７年度計画は前年度比１４．０％増（経済産業省調査）と，自動車，化学，鉄鋼はじめ

電機・電子機械，一般機械などにわたって意欲的な投資計画が見込まれています。

何れも生産能力の増強を目的とした投資に重点がおかれていますが，こうした動向

を反映して工作機械の生産台数も２００４年実績は前年比１９．６％増，今年上半期につい

ても前年同期比１７．７％増と旺盛な生産状況を示しています。電気製品，ＩＴ関連製

品は品目によって生産動向に差があり，しかし，液晶テレビやプラズマテレビとい

った成長商品も台頭しています。

このような産業活動のもとに鉱工業生産指数（平成１２年＝１００，季節調整済）の

動向をみると，平成１６年第１四半期（１～３月）９８．７，第２四半期（４～６月）１００．８，

第３四半期（７～９月）１００．７，第４四半期（１０～１２月）９９．８，平成１７年第１四半

期１０１．５，第２四半期１０１．１と推移し，この７月は１００．０ですが，８月は１０１．２と上昇

しています。また，経済産業省の製造工業予測調査では９月も引続き３．０％の上昇
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を，１０月は０．４％の低下の見込みとなっています。

しかし，原材料である鋼材価格の相次ぐ大幅上昇が，ねじ企業の経営を圧迫し供

給責任を果していくうえで業界の最大課題となっています。このため，ねじ業界の

メーカー及び商業者団体では納入先のユーザー各社に対する“取引条件適正化のお

願い”文書を作成，窮状の理解とコスト大幅上昇に伴うねじ製品価格の値上げをお

願いしているのが実情です。これに加えて最近の原油価格の著しい高騰がさらに産

業界に影響を及ぼしており，景気回復の先行きを懸念する声も強まっています。こ

の原材料等の最近の高騰は，ねじ製品価格に大きな影響を与えており，価格転嫁を

どこまで実現できるのかが需要家からのコストダウン要請とともに厳しい課題とな

っています。

さらには，ねじ需要の一大産業である自動車工業の海外展開と一段の現地生産強

化に伴う我々ねじ産業への影響も見過ごせない動きとなっており，こうした自動車

や家電等の海外生産移転に伴うねじ業界の対応すべき課題は少なくないのが現状と

いえます。

ねじ需要産業のこうした海外進出の動向に対しては，イワタボルトは予てより世

界の主要な地域において製造及び販売の拠点を設立し，現地におけるユーザー各社

に直結したサービスの提供を展開しているところです。海外製造拠点としては中国
シンセン

深�工場，米国ロサンゼルス工場，シンガポール工場があり，海外販売拠点ではロ

○岩田螺絲（深�）有限公司全景。左奥の建物が第２期工場として竣工した増築棟
めっきライン工場
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サンゼルス，オハイオ，ナッシュビル，アトランタ，カナダ，メキシコ，香港，上

海，深�，タイ，マレーシアにそれぞれ設立しています。
中国深�工場〔IWATA BOLT（SHENZHEN）CO., LTD.＝岩田螺絲（深�）有
限公司〕は２００４年７月に第一期工事を完了し本格稼動を開始しましたが，工場用地

の規模は３２，０００平方メートルで，第一期工事面積として３，５００平方メートルを完成。

引き続き第二期工事として建設面積約４，０００平方メートル規模の工事を進めていま

したが，この０５年８月に完了の運びとなり稼動に入りました。

第一期工事では高速ヘッダー，高速ローリングマシン，連続浸炭熱処理炉，関連

設備および各種試験検査機器一式を設備して稼動しましたが，今回の第二期工事で

はめっき及び関連装置の最新鋭設備を導入してライン化を実現しました。おもな新

設装置は，コンピュータ制御による完全自動化３価クロム専用電気亜鉛めっきライ

ン（インライン・ベーキング）で，RoHS，ELV指令を完全クリアしためっき製品

の製造ラインです。また，リサイクル廃水処理設備，発電設備，蛍光 X線膜厚計，

塩水噴霧試験装置（６価クロム分析用の紫外可視分光光度計は既設）などの最新機

器装置も導入し，完全一貫生産体制を敷くことで品質の安定と向上について一段と

強化を図ったものです。

イワタボルトはこれらの海外拠点と，国内の栃木工場，それに全国２７拠点の営業

網とを合わせて国内外の多くのお得意先各社に万全のサービスをご提供しています。

〈１〉ねじの生産と出荷

ねじの生産・出荷は前期のような産業動向のもと，２００２年を底に２００３年は再び増

加に転じ，２００４年も生産数量および生産金額ともに前年比プラスを示し，今年２００５

年に入っても増進の傾向で推移しています。

先ずはじめに，このほど発行された経済産業省の平成１５年工業統計表により，ね

じ産業（製造業）の動向をみると，平成１５年（２００３年）は前年比，事業所数，従業

員数，出荷額および付加価値額ともに何れも増加となっています（４人以上事業所，

表１）。しかし，３人以下を含む全事業所数でみた場合は前年比減少しており，つま

り４人以上規模の事業所数は増えたが，３人以下の事業所数は減少したことが示さ

れています（表２）。この全事業所統計では，事業所数は４，２２４事業所で前年比５．８％

減に，従業員数は同１．０％増の４２，２００人，出荷額は同５．３％増の８，１４２億４，５００万円と

なっています。出荷額は，８千億円台に再び回復した年となりました。

なお，同統計調査は４人以上事業所がベースとなっており，また４人以上事業所

における出荷額が全事業所出荷額の９７％前後を例年占めていますので，ここでは表

１の４人以上事業所についての統計を中心にみることにします。
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平成１５年における４人以上事業所の統計では，事業所数は前年比５．１％増の１，９８９

事業所をかぞえ，従業員数は同２．２％増の３７，７７４人となり，出荷額では同５．１％増の

〈表１〉ねじ産業５年間の推移（従業員４名以上，工業統計表産業編より） （出荷額・付加価値額＝百万円）

１９９９年 ２０００年 ２００１年 ２００２年 ２００３年

事 業 所 数
％

２，１７６
１００．０

２，２３９
１０２．９

２，０２８
９３．２

１，８９２
８６．９

１，９８９
９１．４

従 業 員 数
％

３９，２９８
１００．０

３９，６３４
１００．９

３８，４５１
９７．８

３６，９７１
９４．１

３７，７７４
９６．１

出 荷 額
％

７９８，７１７
１００．０

８２６，７９６
１０３．５

８００，９４７
１００．３

７５１，６５６
９４．１

７８９，９９２
９８．９

付加価値額
％

３６６，１０４
１００．０

３８７，８３３
１０５．９

３７０，１６７
１０１．１

３５０．０１７
９５．６

３７７，９８４
１０３．２

〈表２〉ねじ産業５年間の推移（全事業所，同産業編より） （出荷額＝百万円）

１９９９年 ２０００年 ２００１年 ２００２年 ２００３年

事 業 所 数
％

４，８２５
１００．０

４，８２１
９９．９

４，５００
９３．３

４，４８２
９２．９

４，２２４
８７．５

従 業 員 数
％

４４，８４９
１００．０

４４，９３２
１００．２

４３，５４８
９７．１

４１，７６４
９３．１

４２，２００
９４．１

出 荷 額
％

８２６，８９０
１００．０

８５８，３１９
１０３．８

８２６，６２４
９９．９

７７３，５４０
９３．５

８１４，２４５
９８．５

〈表３〉ねじ産業の推移（出荷額ピークの１９９１年以降，４人以上事業所）

年 事業所数 ％ 従業員数 ％ 出荷額（百万円） ％

１９９１

９２

９３

９４

９５

９６

９７

９８

９９

００

０１

０２

０３

２，８８２

２，６７６

２，７２０

２，４６５

２，５６１

２，４１０

２，３４３

２，４２９

２，１７６

２，２３９

２，０２８

１，８９２

１，９８９

１００．０

９２．９

９４．４

８５．５

８８．９

８３．６

８１．３

８４．３

７５．５

７７．７

７０．４

６５．６

６９．０

４８，６５３

４６，２３６

４６，２１２

４３，８１９

４４，３６１

４３，９６２

４３，０１９

４０，９７１

３９，２９８

３９，６３４

３８，４５１

３６，９７１

３７，７７４

１００．０

９５．０

９５．０

９０．１

９１．２

９０．４

８８．４

８４．２

８０．８

８１．５

７９．０

７６．０

７７．６

１，１７９，７１３

１，１００，４４８

１，０３３，６９０

９５７，７４２

９６８，０５４

９７５，８６０

９７６，０１９

８６１，１４５

７９８，７１７

８２６，７９６

８００，９４７

７５１，６５６

７８９，９９２

１００．０

９３．３

８７．６

８１．２

８２．１

８２．７

８２．７

７３．０

６７．７

７０．１

６７．９

６３．７

６７．０
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７，８９９億９，２００万円を示しました。同様に付加価値額についても同８．０％増の３，７７９億

８，４００万円に回復しました（付加価値額は，生産額から内国消費税額と原材料使用

額など及び減価償却額を差引いた額）。

また，この平成１５年における４人以上事業所のねじ製造業が，我が国ねじ工業の

中でどのような位置付けになっているのかをみますと，事業所数では全事業所のう

ちの４７．１％の割合であり，従業員数になると８９．５％の高い比率で，さらに出荷額に

ついては９７．０％と極めて高い比率を占めています。これを前年と比較した場合，事

業所数では４．９ポイント増，従業員数では１ポイントの増で，出荷額については０．２

ポイントのマイナスとなっています。４人以上事業所の占める出荷額比率は年によ

〈表４〉品種別出荷状況（従業員４名以上，工業統計表品目編による） （出荷量トン，出荷額百万円）

１９９９年 ２０００年 ２００１年 ２００２年 ２００３年

ボルト・
ナ ッ ト

量
％

２，１７８，９８８
１００．０

２，２１１，５６５
１０１．５

２，１４６，４７７
９８．５

１，９８２，３８８
９１．０

２，０１８，７６０
９２．６

額
％

５２９，４６２
１００．０

５５３，７５８
１０４．６

５３９，６１９
１０１．９

５１８，８４６
９８．０

５３９，３１１
１０１．９

小ねじ・
木 ね じ

量
％

２４９，９６０
１００．０

２８９，６５０
１１５．９

２５６，１６１
１０２．５

２１４，０８４
８５．６

２２８，０１０
９１．２

額
％

１０１，１３８
１００．０

１０３，２８２
１０２．１

８９，９７７
８９．０

８０，３８７
７９．５

８７，２４４
８６．３

リベット

量
％

９６，１０１
１００．０

６６，０５６
６８．７

８０，０４０
８３．３

７１，３８１
７４．３

７２，９７９
７５．９

額
％

２３，９７１
１００．０

２５，９６５
１０８．３

２５，１４２
１０４．９

２４，０２４
１００．２

２５，５１０
１０６．４

座 金

量
％

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

額
％

２４，４０４
１００．０

２３，５６３
９６．６

２４，１１４
９８．８

２１，６８２
８８．８

２６，４２４
１０８．３

関連製品

量
％

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

額
％

９７，２２３
１００．０

１０８，５３５
１１１．６

１０４，３７６
１０７．４

９７，４１３
１００．２

１０３，２４３
１０６．２

合 計

量
％

２，５２５，０４９
１００．０

２，５６７，２７１
１０１．７

２，４８２，６７８
９８．３

２，２６７，８５３
８９．８

２，３１９，７４９
９１．９

額
％

７７６，１９８
１００．０

８１５，１０３
１０５．０

７８３，２２８
１００．９

７４２，３５２
９５．６

７８１，７３２
１００．７

６



って若干の変化があるものの，しかし事業所数，従業員数についてはともに年々減

少の傾向でこうした状況にあるのが我が国のねじ工業の特徴的傾向といえます。

ともあれ平成１５年（２００３年）は，事業所数，従業員数それに出荷額の何れも前年

比プラスとなり，それまでの低迷状態からようやく回復へ向う年となりました。し

かし，出荷額がピークの１９９１年当時からみると２００３年の出荷額は６７％の水準に止ど

まっているのが現実です（表３）。

〈表５〉ねじの年別生産推移 単位：生産量トン，出荷額百万円（�日本ねじ工業協会資料より）

２０００年 ２００１年 ２００２年 ２００３年 ２００４年 ’０４／’０３％

ボ ル ト
量 １，５０２，８３４ １，４３５，５６２ １，４２６，００８ １，５２３，８０７ １，６６９，０４２ ＋９．５

額 ３２９，２１３ ３０８，７０６ ３０６，９１４ ３２６，１９９ ３５７，０６４ ＋９．５

ナ ッ ト
量 ７７４，５８２ ７７１，４３２ ８０７，９６０ ７９５，９９５ ８５１，９７８ ＋７．０

額 ２０７，７４８ ２０５，５６６ ２２０，６９４ ２２２，５３６ ２３９，５５１ ＋７．６

小 ね じ
量 ３１８，９０２ ２９３，６２４ ２９１，３６８ ２７９，３３４ ２９１，９６９ ＋４．５

額 １２２，７７２ １０６，３１１ ９８，９１４ ９６，２７０ １０２，６９３ ＋６．７

木 ね じ
量 ７，３５２ ６，８１７ ６，０７７ ６，６４０ ６，６４１ ０．０

額 ３，３５２ ３，１４７ ２，７４９ ２，９１５ ３，０２１ ＋３．６

合 計
量 ２，６０３，６７０ ２，５０７，４３５ ２，５３１，４１３ ２，６０５，７７６ ２，８１９，６３０ ＋８．２

額 ６６３，０８５ ６２３，７３０ ６２９，２７１ ６４７，９２０ ７０２，３２９ ＋８．４

〈表６〉２００５年１～６月の月別ねじ生産推移 単位：同上（�日本ねじ工業協会資料より）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 １～６月

ボ ル ト
量 １３２，５９３ １４５，５７０ １５４，８１１ １３６，９４８ １３０，１８５ １５０，４６９ ８５０，５７６

額 ２９，０３８ ３１，５８９ ３４，９８７ ２８，３４８ ２９，５５２ ３４，００６ １８７，５２０

ナ ッ ト
量 ６８，８８２ ７３，０６７ ８０，８４０ ７６，６３０ ６９，９０６ ７７，５７０ ４４６，８９５

額 １９，４２５ ２１，１１６ ２３，１２０ ２１，９１６ １９，８５３ ２２，６５０ １２８，０８０

小 ね じ
量 ２２，５１８ ２４，５４６ ２６，９９７ ２６，０９４ ２２，７６１ ２６，０７３ １４８，９８９

額 ８，０８４ ８，５９１ ９，６６５ ９，１３３ ８，４２２ ９，０２１ ５２，９１６

木 ね じ
量 ５４６ ５５１ ６３３ ６５０ ５２８ ５６９ ３，４７７

額 ２５８ ２６４ ３０８ ２９０ ２４９ ２６３ １，６３２

合 計
量 ２２４，５３９ ２４３，７３４ ２６３，２８１ ２４０，３２２ ２２３，３８０ ２５４，６８１ １，４４９，９３７

額 ５６，８０５ ６１，５６０ ６８，０８０ ５９，６８７ ５８，０７６ ６５，９４０ ３７０，１４８

７



では，２００４年はどのような状況なのか。工業統計表は２年遅れで発行されますの

で，２００４年のねじ生産動向については表５の�日本ねじ工業協会調査資料をもとに
みますと前年比８．４％増の７，０２３億２，９００万円と３年続けての回復増加となり，１９９７

年以来７年ぶりに７千億円台の水準に回復した年となりました。２００５年に入ってか

らも，１～６月までの上半期累計実績では前年同期比７．８％増３，７０１億円強へと増加

の傾向を示しています。今年後半のねじ産業動向についても，前述のような産業動

向から推察してみるとおそらく上向きで推移するものとみられます。

さて，２００３年工業統計表に戻って表４から同年における品種別の出荷状況をみま

すと，先ず統計分類５品目合計の出荷は金額で前年比５．３％増の７，８１７億３，２００万円，

数量で同２．３％増の２３１万９，７４９トンとなっています。品種別では，ボルト・ナット

が金額で前年比３．９％増の５，３９３億１，１００万円，数量で同１．８％増の２０１万８，７６０トンと

なり，小ねじ類は８．５％増の８７２億４，４００万円，数量で６．５％増の２２万８，０１０トンに，

リベットは６．２％増の２５５億１千万円，数量で２．２％増の７万２，９７９トン，という状況

です。数量統計のないねじ関連製品は６．０％増の１，０３２億４，３００万円で，同様の座金

類は２１．９％増の大幅な増加で２６４億２，４００万円となっています。出荷額は何れの品目

ともに前年比プラスを示しています。また，数量統計のあるボルト・ナット，小ね

じ類およびリベットの３品目何れもが前年比数量の伸び率よりも金額の伸び率の方

が高くなっているのは，付加価値の高い製品の生産に注力されてきたことを裏付け

ているものと思われます。表１にみるねじ産業の付加価値の項目にも示されている

ように，２００３年の付加価値額は前年比８．０％増となっています。

なお，表４の出荷額合計と表１の出荷額が一致していないのは，表１の出荷額に

は製造品出荷額に加工賃収入額と製造工程から出たくず及び廃物の出荷額などの収

入額を含んでいるためです。

品目別の出荷（生産）状況については，工業統計表の場合はボルトとナットが合

計されており，その内訳の動向が不明ですが，表５の資料ではボルト，ナットが分

類され，小ねじ（タッピンねじを含む），木ねじの４品目の動向がわかります。

表５から２００４年のねじ生産動向をみると，この４品目全体では金額で前年比８．４％

増の７，０２３億２，９００万円，数量で同８．２％増の２８１万９，６３０トンとなっています。ボル

トは９．５％増の３，５７０億６，４００万円，数量も同様に９．５％増の１６６万９，０４２トン，ナット

は７．６％増の２，３９５億５，１００万円，数量は７．０％増の８５万１，９７８トンであり，続いて小

ねじ（タッピンねじを含む）は６．７％増の１，０２６億９，３００万円，数量は４．５％増の２９万

１，９６９トン，それに木ねじが３．６％増の３０億２，１００万円，数量は増減なく６，６４１トン，

という生産の状況になっています。２００４年は４品目すべての生産が金額および数量

ともにプラス（前年はナットが数量でマイナスに，小ねじが数量と金額ともマイナ

スに）となり，中でもボルトの伸びが数量・金額ともに９．５％増と高くなっている

８



のが目立ちます。ナットの回復も同様に大きな数値を示しています。

２００５年のねじ生産の動向では，１～６月期実績でみた場合，前年同期の３，４３３億１，６００

万円に対して３，７０１億４，８００万円と７．８％増，数量では前年同期の１３８万３５６トンに対

して１４４万９，９３７トンと５．０％増であり，金額および数量の何れもプラスとなってい

ます。品目別ではボルトが前年同期比７．４％増の１，８７５億２千万円，数量では同４．３％

増の８５万５７６トン，ナットは同１０．３％増の１，２８０億８千万円，数量で同７．４％増の４４

万６，８９５トン，小ねじ（タッピンねじを含む）が同３．６％増の５２９億１，６００万円，数量

で同２．４％増の１４万８，９８９トン，木ねじは同１４．４％増の１６億３，２００万円，数量で同５．８％

増の３，４７７トンという状況になっています。今年に入ってからも全品目が，数量お

よび金額ともにプラスを示しています。

〈２〉ね じ の 輸 出

我が国のねじ輸出は２００２年に過去最高の１，５２０億円に達しましたが，０３年も１，５５３

億円，昨年０４年も前年比１２．８％増の１，７５２億円，数量で同１４．４％増の２２７，０００トンと

３年連続で増加しています（なお，これまでの最高輸出は金額で１９９７年の１，４００億

円，数量では１９７７年の３８４，０００トンです）。数量でも１９８８年以来，実に１６年ぶりに２０

万トン台に乗りました。２００５年上半期（１～６月）の輸出実績も前年同期比８．５％

増の９１０億円，数量で同１０．４％増の１２０，７００トン余を示し増勢が続いています。

このように我が国のねじ輸出が増勢に転じているのは世界的な景気の回復と急成

長を引き続き遂げている中国の市場向け，それにタイ，インドネシア，台湾，マレ

ーシアその他諸国・地域への輸出が増伸していることを反映しているものです。こ

の輸出の伸びの中には，これらの諸国・地域に進出している日本の自動車メーカー

や家電メーカー等への納入分も今では相当量に達しているものと推測されます。か

つての輸出は米国を中心に当該国のねじ輸入専門のインポーター，ディストリビュ

ーター，ホールセーラー，或はねじユーザー，ねじメーカーなど向けが主でありま

したが，我が国ねじユーザーの海外進出による現地生産が拡大し，こうしたグロー

バリゼーションの進展に伴う現地進出企業への部品納入が高まっていることによる

ものでしょう。進出企業による現地調達率の向上から部品関連企業を現地に招致し

たり，当該諸国の部品メーカーからの調達率の義務付けとか，さまざまなケースが

ありますが，何れにしても必要なねじ部品の全品目を現地調達することはできない

はずですし，日本から輸出しなければならない品目や数量もかなりあるはずです。

さらにグローバル化の進行も背景として自由貿易協定（ＦＴＡ）締結による関税撤

廃に向けての動きなど，ねじ輸出（貿易）をとり巻く今後の情勢も次第に変貌しつ

つあるともいえるようです。
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こうした状況下でねじ輸出は拡大をみせていますが，２００４年の輸出動向は前述の

ように数量・金額ともに前年比２桁増の大きな伸びを示しました。おもな輸出先国・

地域（表８）で前年比減となったのは香港，フィリピン，オーストラリアだけで，

主力の米国向けは前年比８．６％増の８９，７５１トンとなりました。対米輸出比率は０３年

〈表７〉ねじの輸出（品目別） 単位：重量トン，金額百万円（貿易統計より）

２００３年 ２００４年 ０４／０３増減％ ２００５．１～６

鉄鋼製ボルト
重量
金額

１０３，１０４．４
５７，８１２．４

１１８，０１１．９
６６，０５６．１

＋１４．５
＋１４．３

６２，４３８．６
３４，５０６．９

ステンレスボルト
重量
金額

１，６０６．３
２，０６９．４

１，７４８．７
２，４５８．０

＋８．９
＋１８．８

８８４．０
１，３０６．３

鉄鋼製ナット
重量
金額

４６，５２１．７
３３，３６８．１

５１，３８３．５
３６，５４７．８

＋１０．５
＋９．５

２８，９５２．５
１９，３６３．５

ステンレスナット
重量
金額

１，１００．１
１，７１３．１

１，２３６．０
１，９２５．１

＋１２．４
＋１２．４

５５０．７
９２０．１

鉄鋼製タッピンねじ
重量
金額

９，７０７．９
８，２６８．５

１０，４１８．０
８，４９３．２

＋７．３
＋２．７

４，９７９．２
４，０９０．６

鉄鋼製木ねじ
重量
金額

２８０．４
３１７．６

３３１．０
３２５．４

＋１８．０
＋２．５

１８１．５
１６１．８

鉄鋼製その他のねじ
重量
金額

１５，０５４．９
２４，３４９．１

１６，７２２．４
２７，２９６．９

＋１１．１
＋１２．１

８，４９７．３
１３，９３０．８

鉄鋼製その他ねじ付品
重量
金額

１，１５６．５
１，４８３．６

１，５２８．１
１，８４７．１

＋３６．８
＋２４．５

９０５．９
９６９．９

鉄鋼製リベット
重量
金額

２，１０６．９
２，６１９．０

２，３６１．２
２，８７６．４

＋１２．１
＋９．８

１，１６６．５
１，４７９．９

鉄鋼製ねじ無製品
重量
金額

５，５０３．３
７，４４９．０

６，８４０．９
８，１５９．８

＋２４．３
＋９．５

３，８１５．８
４，１５６．９

鉄鋼製コーチねじ
重量
金額

１２５．４
１６４．８

２１７．４
３１６．６

＋７３．４
＋９２．１

１５４．９
２８４．７

鉄鋼製スクリューフック
重量
金額

２４．９
６９．２

３０．７
１００．９

＋２３．３
＋４５．８

６．２
１５．９

鉄鋼製ばね座金
重量
金額

１，６７２．８
２，２０３．８

２，１４７．６
２，９８４．５

＋２８．４
＋３５．４

１，０８７．２
１，５０６．３

鉄鋼製平座金
重量
金額

９，３４７．５
１０，９３１．０

１２，７２９．０
１３，３７３．７

＋３６．２
＋２２．３

６，２４４．６
６，８８６．０

鉄鋼製コッタピン
重量
金額

７６９．４
１，３３３．４

６３７．７
１，２４１．８

－１７．１
－６．９

３３５．１
６５３．６

銅 製 品
重量
金額

５３７．３
１，１５５．７

７５２．８
１，２１２．２

＋４０．１
＋４．９

５３９．３
７７０．８

総 計
重量
金額

１９８，６１９．７
１５５，３０７．７

２２７，１５０．９
１７５，２１５．５

＋１４．４
＋１２．８

１２０，７３９．３
９１，００４．０

１０



の４１．７％から０４年は３９．６％へと２．１ポイント下がりましたが，その分他の諸国・地

域への輸出が増加していることになります。第二位はタイ向けで前年比３８．３％増の

２０，９４７トン，第三位は中国向けで同３２．５％増の１９，８５３トン，第四位はインドネシア

向けで同２２．２％増の１２，１４２トン，第五位は台湾向けで同５８．９％増の８，３０９トン，第

六位がマレーシア向けで４．５％増の６，２５０トン，以下メキシコ，カナダなどと続いて

います。ヨーロッパ諸国向けは同８．５％増の３３，０６２トンとなっています。また，イ

ンド向けも同４６．０％増の２，７００トン余と増えています。

２００４年ねじ輸出の品目別の状況では，全１６品目中マイナスとなったのは鉄鋼製コ

ッターピンだけで，これを除く全ての品目が前年比プラスとなっています（表７）。

順にみていきますと，鉄鋼製ボルトは前年比１４．５％増の１１８，０１１トン（金額で同

１４．３％増の６６０億５，６００万円）で，数量および金額ともに２桁増となりました。鉄鋼

製ナットも１０．５％増の５１，３８３トン（同９．５％増の３６５億４，７００万円）と増伸。

〈表８〉ねじの輸出（主要国別，銅製品を除く） 単位：トン（貿易統計より）

２００３年 ２００４年 ０４／０３増減％ 国別比率 ２００５．１～６

総 計 １９８，０８２．４ ２２６，３９８．１ ＋１４．３ １００．０ １２０，２００．０

米 国
欧 州
韓 国
中 国
台 湾
香 港
タ イ
シンガポール
マ レ ー シ ア
インドネシア
フ ィ リ ピ ン
カ ナ ダ
メ キ シ コ
ブ ラ ジ ル
イ ン ド
オーストラリア

他

８２，６１２．８
３０，４７９．５
１，３３０．３
１４，９８２．４
５，２３０．０
３，５１４．６
１５，１４１．９
２，５３０．０
５，９８０．６
９，９３２．５
２，８４９．４
４，７９０．０
４，２２５．８
１，８１３．５
１，８５５．８
３，９６５．６
６，８４７．７

８９，７５１．９
３３，０６２．７
１，６７２．７
１９，８５３．５
８，３０９．２
３，３７６．０
２０，９４７．７
２，９８５．０
６，２５０．１
１２，１４２．４
２，７１８．３
４，１９２．３
４，８５１．８
２，３３５．０
２，７０８．６
３，３３７．２
７，９０３．７

＋８．６
＋８．５
＋２５．７
＋３２．５
＋５８．９
－３．９
＋３８．３
＋１８．０
＋４．５
＋２２．２
－４．６
－１２．５
＋１４．８
＋２８．８
＋４６．０
－１５．８
＋１５．４

３９．６
１４．６
０．７
８．８
３．７
１．５
９．３
１．３
２．８
５．４
１．２
１．９
２．１
１．０
１．２
１．５
３．５

４７，３２６．５
１６，６８５．５
９７１．６

１０，４４６．２
２，８４０．６
１，６２２．４
１５，２９２．７
１，３４３．８
２，９９０．２
６，５４７．４
１，４２０．０
２，０１７．０
２，５７０．１
１，３９０．０
１，４７７．２
１，６７７．３
３，５８１．５

〈表９〉ねじ輸出５年間の推移 （貿易統計より）

２０００年 ２００１年 ２００２年 ２００３年 ２００４年

数量（ト ン）
％

１７３，５５７．２
１００．０

１６３，７０３．１
９４．３

１８２，７７０．６
１０５．３

１９８，６１９．７
１１４．４

２２７，１５０．９
１３０．９

金額（百万円）
％

１３９，７５３．５
１００．０

１３５，５４０．４
９７．０

１５２，０８７．０
１０８．８

１５５，３０７．７
１１１．１

１７５，２１５．５
１２５．４

１１



ステンレス製ボルト・ナットは，ステンレスボルトが８．９％増の１，７４８トン（同

１８．８％増の２４億５，８００万円），ステンレスナットが１２．４％増の１，２３６トン（同１２．４％

増の１９億２，５００万円）と何れも増加，ステンレスボルトは金額の伸び率が数量の伸

びに比べ高くなっています。

鉄鋼製タッピンねじは７．３％増の１０，４１８トン（同２．７％増の８４億９，３００万円）とな

り，４年ぶりに１万トン台に回復をみせています。鉄鋼製その他のねじは１１．１％増

の１６，７２２トン（同１２．１％増の２７２億９，６００万円）と数量・金額ともに２桁増。鉄鋼製

その他のねじ付製品は，３６．８％増の１，５２８トン（同２４．５％増の１８億４，７００万円）と大

きな伸びに。鉄鋼製ねじ無し製品も２４．３％増の６，８４０トン（同９．５％増の８１億５，９００

万円）と増加。鉄鋼製リベットは１２．１％増の２，３６１トン（同９．８％増の２８億７，６００万

円）と増伸しています。

ワッシャ類では，鉄鋼製ばね座金が２８．４％増の２，１４７トン（同３５．４％増の２９億８，４００

万円）と増加，鉄鋼製平座金も３６．２％増の１２，７２９トン（同２２．３％増の１３３億７，３００万

円）と大きな伸びを示しました。

また銅製品のボルト，ナット，ねじ類も４０．１％増の７５２トン（同４．９％増の１２億１，２００

万円）と増えています。

２００５年上半期（１～６月）のねじ輸出も前述のように増伸していますが，対米向

けが前年同期比１０．４％増の４７，３２６トン，タイ向けは同７０．１％増の１５，２９２トンと著増

し，中国向けは同３．１％増の１０，４４６トン，インドネシア向けは同１３．０％増の６，５４７ト

ンとそれぞれ増加。しかし，台湾向けは同マイナス４０．６％と大幅に減少。マレーシ

ア向けは同６．２％増の２，９９０トン，などとなっています。国別ではタイ向け輸出の著

しい伸びが目立っています。また，品目別で鉄鋼製ナットが前年同期比１８．０％増の

２８，９５２トンと主要品目の中では大きな伸びを示しているのが目立ちます。

〈３〉ね じ の 輸 入

我が国のねじ貿易は前項のように輸出も増えていますが，輸入についても年々増

加しており（表１２），２００４年の輸入実績では初めて５００億円台に乗りました。２００５年

上半期（１～６月）の輸入実績も引き続き増加しています。輸入数量での調達先は

２００１年以降は中国がトップで，それまでは第１位であった台湾からの輸入を引き離

しつつあります。この中国と台湾をはじめとしたアジア地域からの輸入量が９７％強

を占めていますが，また，数量は未だ多くはないもののベトナムからの輸入が増え

つつあるのも注目されるひとつです。

先ず，２００４年におけるねじ輸入の動向からみますと，数量では前年比１４．５％増の

１７４，７０４トン，金額は同１７．３％増の５０１億４，６００万円を示しました。数量ベースでは

１２



中国からの輸入が第一位で前年比１６．６％増の８６，２３３トンとなり国別比率も４９．７％と

ほぼ輸入ねじの半分を占めるまでになっています（前年は４８．８％の比率）。これに

次ぐ台湾からの輸入は同９．５％増の６０，２７５トンで国別比率は３４．８％（同３６．３％）に

低下。何れにしてもこの中国と台湾からの輸入で，我が国全ねじ輸入量の８４．５％と

〈表１０〉ねじの輸入（品目別） 単位：重量トン，金額百万円（貿易統計より）

２００３年 ２００４年 ０４／０３増減％ ２００５．１～６

鉄鋼製ボルト
重量
金額

５４，１５５．３
１０，０１２．０

６２，３２５．８
１１，２２０．３

＋１５．１
＋１２．１

３３，６８２．３
３，５５８．８

ステンレスボルト
重量
金額

８，８８６．６
３，０９５．７

９，７４３．６
３，９１９．２

＋９．６
＋２６．６

５，４６０．４
２，３３１．３

鉄鋼製ナット
重量
金額

２１，６１８．３
６，９６４．４

２５，３５１．５
７，９４３．６

＋１７．３
＋１４．１

１３，６１３．９
４，５００．０

ステンレスナット
重量
金額

６，１８２．７
３，０２５．０

６，５２９．１
３，７９０．６

＋５．６
＋２５．３

３，３１３．６
２，１０１．４

鉄鋼製タッピンねじ
重量
金額

８，７８１．８
１，９２９．５

８，３１０．０
２，０１８．１

－５．４
＋４．６

４，９６４．３
１，１９５．３

鉄鋼製木ねじ
重量
金額

１５，１７２．３
２，８０２．２

１６，０５２．６
３，０１０．９

＋５．８
＋７．４

８，５３６．３
１，６１３．１

鉄鋼製その他のねじ
重量
金額

１４，２７９．５
５，４１３．８

１８，４５９．６
６，７７２．７

＋２９．３
＋２５．１

１０，９９６．５
３，９８６．７

鉄鋼製その他ねじ付品
重量
金額

３，７３７．４
１，４６２．５

４，４８７．７
１，６７４．４

＋２０．１
＋１４．５

２，００５．４
９２９．４

鉄鋼製リベット
重量
金額

８８４．１
４６８．６

１，１３８．８
６６６．２

＋２８．８
＋４２．２

７４１．４
３４９．５

鉄鋼製ねじ無製品
重量
金額

２，０２５．３
２，３５３．０

２，６４８．２
２，９４５．６

＋３０．８
＋２５．２

１，５１９．７
１，８０９．４

鉄鋼製コーチねじ
重量
金額

１，４６４．１
１７４．９

２，４１２．３
１，４６４．１

＋６４．８
＋８５．１

８８１．１
１３０．０

鉄鋼製スクリューフック
重量
金額

２７４．６
１００．２

３３２．５
１２９．２

＋２１．１
＋２８．９

１７５．２
８３．６

鉄鋼製ばね座金
重量
金額

３，９２３．５
７４２．９

４，５５３．０
９０３．０

＋１６．０
＋２１．６

２，４６６．７
４８８．８

鉄鋼製平座金
重量
金額

１０，０５０．３
２，９１４．６

１０，８３７．６
３，１９２．５

＋７．８
＋９．５

６，５８９．６
２，１４３．４

鉄鋼製コッタピン
重量
金額

１６９．９
２０６．５

１８２．４
２１７．４

＋７．４
＋５．３

９６．３
１１５．３

銅 製 品
重量
金額

１，０３９．２
１，０８２．３

１，３４０．１
１，４１９．０

＋２９．０
＋３１．１

８１６．０
９１１．２

総 計
重量
金額

１５２，６４４．９
４２，７４８．１

１７４，７０４．８
５０，１４６．４

＋１４．５
＋１７．３

９５，８５８．７
２９，２４７．２

１３



極めて高い比率を占めているのが特徴です。続いて，韓国，マレーシア，タイ，イ

ンドネシア，ベトナムなどのアジア諸国から輸入されており，米国からの輸入は８．０％

減の１，０５５トンに，ヨーロッパ諸国からの輸入では１８．８％増の２，２３２トンとなってい

ます。

品目別では，鉄鋼製タッピンねじの輸入が前年比５．４％減の８，３１０トン（金額では

同４．６％増の２０億１，８００万円）と数量でマイナスとなった以外は１５全品目が数量およ

び金額ともに増加しています。鉄鋼製ボルトは１５．１％増の６２，３２５トン（同１２．１％増

の１１２億２千万円），鉄鋼製ナットは１７．３％増の２５，３５１トン（同１４．１％増の７９億４，３００

万円），ステンレスボルトは９．６％増の９，７４３トン（同２６．６％増の３９億１，９００万円），

ステンレスナットは５．６％増の６，５２９トン（同２５．３％増の３７億９千万円）と増加。ス

テンレスボルト・ナットの輸入価格が上昇しています。

鉄鋼製タッピンねじは前記のとおり数量でマイナスに金額でプラスを示しました

が，鉄鋼製木ねじは相変らず増加を続けており５．８％増の１６，０５２トン（同７．４％増の

３０億１千万円）に達しています。

鉄鋼製その他ねじは２９．３％増の１８，４５９トン（同２５．１％増の６７億７，２００万円），鉄鋼

製その他ねじ付製品も２０．１％増の４，４８７トン（同１４．５％増の１６億７，４００万円），また，

〈表１１〉ねじの輸入（主要国別，銅製品を除く） 単位：トン（貿易統計より）

２００３年 ２００４年 ０４／０３増減％ 国別比率 ２００５．１～６

総 計 １５１，６０５．７ １７３，３６４．７ ＋１４．．４ １００．０ ９５，０４２．７

米 国

欧 州

韓 国

中 国

台 湾

タ イ

シンガポール

マレーシア

インドネシア

ベ ト ナ ム

他

１，１４７．０

１，８７９．８

７，１７２．１

７３，９５４．４

５５，０５５．６

３，３７０．１

２４．６

５，６３８．９

２，２０４．７

７２３．０

４３５．５

１，０５５．６

２，２３２．７

７，８３９．３

８６，２３３．２

６０，２７５．４

４，１２６．１

２６．１

６，７５４．４

２，５７１．９

１，５４４．７

７０５．３

－８．０

＋１８．８

＋９．３

＋１６．６

＋９．５

＋２２．４

＋６．１

＋１９．８

＋１６．７

＋２１３．７

＋６２．０

０．６

１．３

４．５

４９．７

３４．８

２．４

０．０

３．９

１．５

０．９

０．４

５３８．６

１，１０４．７

４，６４５．５

５１，５１７．７

２９，３６１．９

１，８０５．２

４．８

３，０７１．３

１，４４７．０

１，２８１．２

２６４．８

〈表１２〉ねじ輸入５年間の推移 （貿易統計より）

２０００年 ２００１年 ２００２年 ２００３年 ２００４年

数量（ト ン）
％

１１２，３４１．４
１００．０

１２４，７４３．５
１１１．０

１２７，２５３．３
１１３．３

１５２，６４４．９
１３５．９

１７４，７０４．８
１５５．５

金額（百万円）
％

３３，２２４．６
１００．０

３８，４８９．２
１１５．８

３８，４３９．６
１１５．７

４２，７４８．１
１２８．７

５０，１４６．４
１５０．９

１４



鉄鋼製ねじ無し製品も３０．８％増の２，６４８トン（同２５．２％増の２９億４，５００万円）と増加。

鉄鋼製リベットも２８．８％増の１，１３８トン（同４２．２％増の６億６，６００万円）となってい

ます。また，鉄鋼製コーチねじが６４．８％増の２，４１２トン（同８５．１％増の１４億６，４００万

円）と伸びており，鉄鋼製コッターピン類も７．４％増の１８２トン（同５．３％増の２億

１，７００万円）が輸入されています。

ワッシャ類では，ばね座金が１６．０％増の４，５５３トン（同２１．６％増の９億３００万円），

平座金が７．８％増の１０，８３７トン（同９．５％増の３１億９，２００万円）に。また，銅製品が

２９．０％増の１，３４０トン（同３１．１％増の１４億１，９００万円）となっています。

２００５年上半期（１～６月）のねじ輸入では，前年同期比６．５％増の９５，８５８トン，

金額で２１．２％増の２９２億４，７００万円となっています。この上半期については中国から

の輸入が数量で全世界からの輸入の５４．２％と上昇し過半を占め，第二位の台湾から

の輸入は３０．９％に低下，中国製品の増加ぶりが目を引きます。この中国と台湾から

の輸入比率も全ねじ輸入量の８５．１％を占めています。

〈４〉ね じ の 流 通

ねじ産業はメーカーと商業者に大別されますが，ねじの流通を担う商業者によっ

て取扱われるねじ類を金額ベースでみますと生産・出荷額のおよそ５０％前後に達し

ています。流通商社（卸問屋，直需商社）は多種多様なねじ及び関連商品を豊富に

取扱っており，取引先およびユーザーのさまざまな要望に応える役割を担っている

訳です。このねじ流通商社は業界団体に組織化されている企業数で３６０社ほどをか

ぞえますが，組合等に未加入の企業も相当数あるものと思われ，また，ねじ専門商

社ではないがねじ類を相当量扱っている機械工具商社とか金物店などもあって，こ

れらを合わせるとねじ流通は広範多岐にわたっていると推測されます。

このねじ流通商社の取扱い状況について，商業者団体である日本ねじ商業協同組

合連合会（東京，神奈川，愛知，大阪の４地区ねじ商社が加入）の調査資料をもと

にみますと，平成１５年度（平成１５年４月～同１６年３月）におけるねじ類及び関連商

品の年間取扱販売高は会員３６３社で３，９７６億４，４００万円となっています。これは前年

度比３．２％減ですが，会員数も前年度から４社減少しています。なお，この会員数

は年々減少傾向にありますが，組合脱退のほか転業や廃業などによるものです。こ

れに伴い，商業者に雇用される従業員数も年々減少をたどり平成１５年度では前年度

比６．５％減の７，４８７人と５１７人の減少幅となっています。

また，１社平均の取扱販売高でみますと平成１５年度は１０億８，２９４万円で前年度比

４．８％減，１人当り取扱販売高では５，３１１万円で前年度比３．４％増となっています。

この１人当り取扱高は平成１２年度は５，１００万円でしたが１３年度は４，９９４万円に減少，

１５



その後１４年度５，１３４万円，１５年度５，３１１万円と回復をみせていますが，景気低迷下で

リストラを実施した企業もあり，また付加価値の良い商品構成への切換えとか恐ら

くこうした企業努力によって１人当りの取扱高が上向きに転じてきたとも言えるよ

うです。平成１５年度（２００３年度）は表１にみるようにねじメーカーにおける付加価

値額も回復に転じた年となっています。ただ，平成１６年度も同連合会組織の会員が

減少の傾向にあって，今後の動向はどう推移していくかは実態調査の結果を待たな

ければなりません。しかし，その後の材料価格の高騰による製品値上げを進めなけ

ればならない状況下で，逆にユーザーからの厳しいコストダウンの要請と重なって，

ねじ流通商社をとりまく環境は従来にも増して厳しさを増しているのが最近の現状

であるといってよいと思います。

さて，平成１５年度の同調査に戻りますが，同年度の２４９社における国内販売と輸

出の割合では国内が２，２７０億３，２８０万円（９５．３％），輸出が１１２億５，６２３万円（４．７％）

となっています。輸出比率は前年度が３．２％であったので１．５ポイントの上昇となり，

海外進出ユーザー向けを含む輸出に注力されていることが伺えます。

また，ねじ流通商社の品目別取扱い比率では，市販用ねじ類が４１％，特注品ねじ

類（加工品）が３６％，その他（ねじ類以外）２３％という状況です。市販用ねじ類つ

まり標準品の取扱いは４割程度であって，図面物などユーザー指定による受注製品

ほかの取扱い比率が高いことを示しており，付加価値の高い商品取扱いを指向して

いる状況が伺えるといえます。

ねじ需要産業の動向（参考）

我が国の機械工業における最近の生産動向は堅調な状況を示しつつあり，また建

築関連でも新設住宅着工戸数が平成１５年以降は増加の傾向で推移するなど，ねじ需

要を支える産業各分野の動きにはようやく明るさがでてきているといえます。自動

車生産は平成１４年に１千万台に回復して以降増加が続いており，工作機械も平成１４

〈表１３〉ねじ流通商社の推移（ねじ商連調査資料を参考に作成） （販売高・百万円）

平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度

企 業 数
％

３９１
１００．０

３８４
９８．２

３７４
９５．７

３６７
９３．９

３６３
９２．８

従 業 員 数
％

８，３６４
１００．０

８，０７６
９６．６

８，１２６
９７．２

８，００４
９５．７

７，４８７
８９．５

販 売 高
％

３９６，４６３
１００．０

４１１，９１６
１０３．９

４０５，８２８
１０２．４

４１０，９７１
１０３．７

３９７，６４４
１００．３

１６



年を底に設備投資の回復から生産が拡大を続け，また自動車の好調に伴うカーナビ

ゲーションシステムなどの関連商品も活況を示し，景況回復に伴う物流荷役作業用

のフォークリフトトラックなども平成１５年以降増産が続いています。家電関連では

液晶テレビが著増しており，またプラズマテレビも本格生産を迎えるなど注目され

る商品がでています。しかし，家電関連商品でもデジタルカメラやビデオカメラ，

ＤＶＤビデオなどこれまでの成長商品が横ばいか生産減になり，電気冷蔵庫や電気

洗濯機も海外生産化の影響もあるとみられ頭打ちのような生産状況で，ＩＴ関連の

代表的商品の携帯電話，パソコンも年度によって増減変化している状況です。品目

によって生産状況が大きく異なっているのが家電関連商品の近年の特徴的な傾向と

なっています。これらの機械工業製品の動向を経済産業省の生産動態調査などの資

料をもとに実数値でみたのが以下の付表です。

平成１６年の自動車（四輪車）の生産は１，０４９万８，０１４台を示し前年比２．２％の増加

となっており，今年上半期も５４７万７，３４２台で前年同期（５３０万４，１３５台）比３．３％増

�自動車 （台）

乗 用 車 軽乗用車 トラック 軽トラック バ ス 計

平成１４年
１５年
１６年
１７年１月

２月
３月
４月
５月
６月

１～６月計

７，３０８，５２７
７，１８８，１０８
７，３５３，７１０
６０７，１７８
６７６，８３１
７３５，３０８
６１０，５７２
５４０，７６３
６６０，５３９
３，８３１，１９１

１，３０９，８３０
１，２９０，２２０
１，３６６，６７５
１１１，０６４
１２９，８２５
１５０，４８９
１１３，３３８
１０５，２２９
１２１，７１３
７３１，６５８

１，０５４，０３８
１，２１１，０４２
１，２０２，９８５
８９，９６９
９９，７０１
１１１，６４４
９７，０９１
８９，８５８
１０８，８３０
５９７，０９３

５１２，３７３
５２４，４２７
５１４，２０２
４１，４１９
４５，０７７
５４，０７９
４２，６８３
４４，６５１
５１，６０３
２７９，５１２

６６，３２１
６１，０７４
６０，４４２
４，８４６
６，７５６
７，３１５
６，２５８
５，４２６
７，２８７
３７，８８８

１０，２５１，０８９
１０，２７４，８７１
１０，４９８，０１４
８５４，４７６
９５８，１９０
１，０５８，８３５
８６９，９４２
７８５，９２７
９４９，９７２
５，４７７，３４２

�工作機械，他 （台）

工 作 機 械 油圧・空圧機器 はん用内燃機関 フォークリフトトラック

平成１４年
１５年
１６年
１７年１月

２月
３月
４月
５月
６月

１～６月計

５５，８０９
６５，８６１
７８，７５７
６，７７３
７，１１２
８，６４１
７，０９７
７，０６４
８，２３６
４４，９２３

４８，４８８，８５２
５９，７００，１１８
７２，６４１，７６３
５，１９６，２１０
５，３４８，５６５
５，９４２，７８３
５，９１５，２４７
５，４６８，７９９
６，０９０，５２４
３３，９６２，１２８

６，９４１，８５４
７，２９２，６７５
７，３４４，５６０
５６１，７４４
６９７，２１８
７２１，００４
６４６，４９８
５７５，４８４
７０５，６００
３，９０７，５４８

１０１，６４１
１０９，４５４
１２３，４５３
９，２８５
１０，９４５
１３，１２８
１１，２７４
１０，５７８
１２，９７３
６８，１８３

１７



と堅調に推移しています。また７月生産は９０万２，０７４台で前月比５．０％減，前年同月

（９２万５，７０３台）比２．６％減，８月生産は７０万６３０台で前月比は２２．３％減，前年同月

（６９万８，１０５台）比０．４％増。自動車の生産は８月は例年減少していますが，経済産

�家 電

液 晶 テ レ ビ 電 気 冷 蔵 庫 電 気 洗 濯 機 セパレート型エアコン

平成１４年
１５年
１６年
１７年１月

２月
３月
４月
５月
６月

１～６月計

１，６４９，９８６台
１，８３３，４４５
２，６６５，０５６
１７５，８３１
２４４，６９９
２９５，１７５
２８４，７５５
３２２，０８１
３８３，２３４
１，７０５，７７５

３，３１６千台
２，８５９
３，０１９
１５０
２１１
１９４
２６７
２６４
３１７
１，４０３

３，５２４千台
３，１３３
２，８４８
２１０
２２９
２７２
２５４
２０７
２３３
１，４０５

５，８９４，３４２台
５，４２０，７７１
５，５３７，１３６
３０６，０２８
４４０，０２４
５１４，７３１
６６６，７６４
７３６，５４２
８５５，５４５
３，５１９，６３４

�パソコン，携帯電話ほか

パ ソ コ ン 携 帯 電 話 ＤＶＤビデオ カ ー ナ ビ

平成１４年
１５年
１６年
１７年１月

２月
３月
４月
５月
６月

１～６月計

９，４４８，４０８台
８，７８６，６０６
９，０５９，３５０
７３７，１３６
７４３，８０２
１，０３３，０９１
７４１，０１９
６３０，７１６
７３２，６９３
４，６１８，４５７

４６，０７２千台
５９，４６０
４９，４８７
３，２６０
４，５３６
４，７３２
３，４８３
３，３０９
４，４６３
２３，７８３

２，３４０，１００台
３，２８４，０８６
３，０７１，８１８
１０５，３２４
１０３，３７０
１４０，８５４
２０７，１４１
１７６，９４４
２００，３０８
９３３，９４１

３，０２７，２９８台
３，８１１，３７９
４，７０６，８３０
３６７，３８９
４０７，９１１
４９０，８２０
４３０，９５３
４４４，５５２
５０４，９５１
２，６４６，５７６

�デジタルカメラ，複写機など （台）

デジタルカメラ ビ デ オ カ メ ラ デ ジ タ ル 複 写 機 フルカラー複写機

平成１４年
１５年
１６年
１７年１月

２月
３月
４月
５月
６月

１～６月計

１６，９０９，４７０
２５，０８４，４４９
２９，１９９，７５５
１，７０６，８０４
２，０１４，５６２
２，４５８，５７７
２，４２４，４７８
２，１５５，９２６
２，１８８，８１１
１２，９４９，１５８

１０，０１４，８９１
１１，８７６，５０７
１１，９５６，５１４
７８０，３０１
１，０８８，２４８
１，１７４，４８６
１，３０７，２７８
１，０５０，４２１
１，０３３，３５５
６，４３４，０８９

５８２，５８６
５２５，０５５
４４５，０３２
２４，６２３
３０，４２６
４１，５７３
２６，５２９
２３，１０３
２２，９７１
１６９，２２５

２９４，７３３
３６３，９８８
４５３，２４７
３８，４４１
４６，７５２
５８，９６３
４２，８１６
４６，８１４
４４，１６５
２７７，９５１
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業省の９月製造工業生産予測調査では輸送機械工業も上昇の見込みとなっています。

なお今年１０月２１～１１月６日まで第３９回東京モーターショーが前回より会期を４日間

増やして幕張メッセで開催され，自動車の販売拡大に大きな期待が寄せられていま

す。

工作機械の生産は，平成１５年の伸びに続いて１６年も前年比１９．６％増の７万８，７５７

台と大幅に増伸し，今年上半期も前年同期（３万８，１６６台）比１７．７％増の４万４，９２３

台と増加しています。７月生産は７，７７４台で前月比５．６％減，前年同月比２０．１％増と

いう生産の状況です。

荷役作業用等のフォークリフトトラックの平成１６年生産は１２万３，４５３台で前年比

１２．８％増と２桁の伸びを示し，今年上半期も前年同期比１６．３％増の６万８，１８３台へ

とさらに増伸。７月生産は１万２，０３７台で前月比は７．２％減，前年同月比１１．０％増，８

月は１万４９０台で前月比１２．９％減，前年同月比１１．０％増と推移。

カーナビゲーションシステムの平成１６年生産は４７０万６，８３０台で前年比２３．５％増の

大幅な伸びとなり，今年上半期も２６４万６，５７６台で前年同期比１７．３％の増加。７月生

産は４８万８，１５７台で前月比は３．３％減，前年同月比１１．５％増，８月は３８万６，４８７台で前

月比２０．８％減，前年同月比は２３．８％増に。

液晶テレビの平成１６年生産は２６６万５，０５６台で前年比４５．４％増の大幅増を示し，今

年上半期も１７０万５，７７５台で前年同期比４６．２％増と同様に大幅な増伸。７月生産は３６

万４，２８１台で前月比は４．９％減，前年同月比は２８．２％増，８月は３６万７，９８０台で前月比

１．０％増，前年同月比は７６．８％増となっています。また，プラズマテレビが今年か

ら新統計品目となり平成１７年１～６月上半期の生産は３５万５，９４６台（８１４億７，７００万

円）となっています。７月は５万２，１３６台の生産で，８月は６万５，４５３台と前月比２５．５％

増の生産状況です。

デジタルカメラは平成１６年生産が２，９１９万９，７５５台で前年比１６．４％増，今年上半期

生産は１，２９４万９，１５８台で前年同期比１．０％増。７月生産は２０３万７，５７８台で前月比６．９％

減，前年同月比１２．５％減，８月生産は１９３万４，２５２台で前月比５．１％減，前年同月比５．３％

減と減少の傾向を示しています。

パソコンの平成１６年生産は９０５万９，３５０台で前年比３．１％増，今年上半期生産は４６１

万８，４５７台で前年同期比０．０４％微減，７月生産は６３万３，５４４台で前月比１３．５％減，前

年同月比５．０％減，８月は６９万５，５３４台で前月比９．８％増，前年同月比１５．６％増。なお，

パソコンの７月生産６３万３，５４４台の内訳はノートブック型が３５万６，１００台（５６．２％），

デスクトップ型が２６万６，９８２台（４２．１％），サーバ用が１万４６２台（１．７％）となって

おり，ノートブック型が過半数を占めています。

携帯電話は音楽や映像など機能向上商品が次々と生まれていますが平成１６年生産

は４，９４８万台で前年比１６．８％減，今年上半期生産は２，３７８万台で前年同期比８．０％減，７
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月生産は３８９万台で前月比１２．８％減，前年同月比１２．５％減，８月は３４３万台で前月比

１１．８％減，前年同月比８．３％減という状況です。

平成１６年生産の家電関連製品のうち，ＤＶＤビデオは３０７万１，８１８台で前年比６．５％

減，今年上半期は９３万３，９４１台で前年同期比３０．１％の大幅減に。また，電気冷蔵庫

は３０１万９，０００台で前年比５．６％増，今年上半期は１４０万３，０００台で前年同期比５．８％減，

電気洗濯機は２８４万８，０００台で前年比９．１％減，今年上半期は１４０万５，０００台で前年同

期比１０．４％減という状況。セパレート型エアコンは５５３万７，０００台で前年比２．２％増，

今年上半期は３５１万９，０００台で２．５％増となっており，同品目は猛暑と買替需要とで

堅調な生産状況にあると同業界の発表，下期は例年生産台数が減少しています。

複写機の生産はデジタル式が減少し，フルカラー式が増加しています。平成１６年

のデジタル式は４４万５，０３２台で前年比１５．２％減，今年上半期も１６万９，２２５台で前年同

期比２７．２％減，これに対してフルカラー式は４５万３，２４７台で前年比２４．５％増，今年

上半期も２７万７，９５１台で前年同期比２６．４％増と増伸しています。

家電およびＩＴ通信関連商品は今，ユビキタスネットワーク社会の実現に向けて

新しいテクノロジーの開発が業界で様々に進められていますが，こうした新分野の

動向にも大いに注目していきたいと思います。

Note
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本 社 〒１４１‐８５０８東京都品川区西五反田２‐３２‐４
�０３（３４９３）０２１１（代表）FAX．０３（３４９３）２０９６

五反田営業所 �０３（３４９３）０２２１（代表）
本社SOFI課 �０３（３４９３）０２５１
本社海外課 �０３（３４９３）０２５４
本社資材課 �０３（３４９３）０２５２
技術開発課 �０３（３４９３）０２１４
栃 木 工 場 〒３２９‐２３３１栃木県塩谷郡塩谷町大字田所字八汐１６０１‐６

�０２８７（４５）１０５１（代表）FAX．０２８７（４５）１０５３
一関営業所 〒０２１‐０９０２岩手県一関市萩荘字打ノ目２４４‐１

�０１９１（２４）４１１０（代表）FAX．０１９１（２４）４１８０
山形営業所 〒９９０‐０８１３山形県山形市桧町３‐８‐３４

�０２３（６８１）１１７０（代表）FAX．０２３（６８１）１１７１
仙台営業所 〒９８１‐１２２４宮城県名取市増田６‐３‐４６

�０２２（３８４）０２６５（代表）FAX．０２２（３８４）０６９４
福島営業所 〒９６３‐０１１１福島県郡山市安積町荒井字茸谷地４１‐１

�０２４（９４５）９６１０（代表）FAX．０２４（９４５）９６０５
宇都宮営業所 〒３２０‐００７１栃木県宇都宮市野沢町字桜田３７２‐１３

�０２８（６６５）４６６１（代表）FAX．０２８（６６５）４６６２
栃 木 分 室 〒３２１‐３３２５栃木県芳賀郡芳賀町芳賀台５６‐２ホンダ開発ビル

�０２８（６７７）４７２１（代表）FAX．０２８（６７７）４７１９
上田営業所 〒３８６‐０００５長野県上田市古里２９‐２３

�０２６８（２６）１２９５（代表）FAX．０２６８（２６）１２５９
群馬営業所 〒３７０‐３５２４群馬県群馬郡群馬町大字中泉６２１‐６

�０２７（３７２）４３６１（代表）FAX．０２７（３７２）４３６６
太田営業所 〒３７３‐０８４１群馬県太田市岩瀬川町１１３‐３

�０２７６（４６）１７９６（代表）FAX．０２７６（４６）１７６４
埼玉営業所 〒３６４‐００１３埼玉県北本市中丸４‐７２番地

�０４８（５９１）２２１２（代表）FAX．０４８（５９１）２２６１
川越営業所 〒３５０‐１１４４埼玉県川越市稲荷町１５‐１

�０４９（２４４）１６７１（代表）FAX．０４９（２４４）１７４５
つくば営業所 〒３０５‐００４５茨城県つくば市梅園２‐２７‐２５

�０２９（８５５）０７６４（代表）FAX．０２９（８５５）０７６９
千葉営業所 〒２９２‐０８３４千葉県木更津市潮見６‐１０

�０４３８（３７）３０９４（代表）FAX．０４３８（３７）３１９４
多摩営業所 〒１９６‐００３２東京都昭島市郷地町２‐３８‐３

�０４２（５４１）５５３４（代表）FAX．０４２（５４１）６４１６
川崎営業所 〒２１２‐００１６神奈川県川崎市幸区南幸町２‐７２‐１

�０４４（５２２）４１０１（代表）FAX．０４４（５２２）４１０６
厚木営業所 〒２４３‐０２０３神奈川県厚木市下荻野５１８番地

�０４６（２４１）７０２１（代表）FAX．０４６（２４１）７０２３
藤沢営業所 〒２５２‐０８０４神奈川県藤沢市湘南台１‐２１‐５

�０４６６（４４）１２７７（代表）FAX．０４６６（４４）８８１６
横須賀営業所 〒２３７‐００７２神奈川県横須賀市長浦町１‐２

�０４６（８２３）２７２４（代表）FAX．０４６（８２３）１６５７
富士営業所 〒４１９‐０２０１静岡県富士市厚原３６７‐７

�０５４５（７１）３５８８（代表）FAX．０５４５（７１）２５３８
浜松営業所 〒４３０‐０８３１静岡県浜松市御給町１７９‐１

�０５３（４２５）１１１８（代表）FAX．０５３（４２５）９４４８
刈谷営業所 〒４４８‐０８０３愛知県刈谷市野田町新上納２９‐１

�０５６６（２４）６３２１（代表）FAX．０５６６（２４）６３２６
名古屋営業所 〒４５２‐０８４７愛知県名古屋市西区野南町７８番地

�０５２（５０２）７７６１（代表）FAX．０５２（５０２）７７６３
三重営業所 〒５１０‐０８７４三重県四日市市河原田町藤市９１６‐１

�０５９３（４７）１９４１（代表）FAX．０５９３（４７）１８６７
大阪営業所 〒５８１‐０８１４大阪府八尾市楠根町１丁目１番地

�０７２９（２３）７９１０（代表）FAX．０７２９（２３）７９１１
福岡営業所 〒８２４‐００５８福岡県行橋市長木字帽子形３７２‐１

�０９３０（２３）９４４４（代表）FAX．０９３０（２３）９４５１
久留米営業所 〒８３９‐０８０８福岡県久留米市東合川新町１１‐１３

�０９４２（４５）３４５１（代表）FAX．０９４２（４５）３４５２

IWATA BOLT HONG KONG CO., LTD.
UNIT B, 1/F, KOON WAH MIRROR GROUP
BUILDING, NO.2 YUEN SHUN CIRCUIT, YUEN
CHAU KOK, SHATIN, N.T. HONG KONG.
�８５２‐２６４９‐９１１０ FAX．８５２‐２６４６‐６１１９

IWATA BOLT（SHANGHAI）CO., LTD.
PARTB, NO.39BUILDING, 461HUA JINGROAD,
SHANGHAI WAIGAOQIAO FREE TRADE ZONE,
P. R. CHINA ZIP 200131
�８６‐２１‐５０４６‐３０３７ FAX．８６‐２１‐５０４６‐３０３８

IWATA BOLT（SHENZHEN）CO., LTD.
NO.001-12, TONG FU YU INDUSTRIAL PARK,
TANG XIA YONGVILLAGE, SONGGANGTOWN,
BAO’AN, SHENZHEN, GUANGDONGPROVINCE,
P.R. CHINA ZIP 518105
�８６‐７５５‐2714‐0442 FAX．８６‐７５５‐2714‐0443

IWATA BOLT TRADING（SHENZHEN）CO., LTD.
UNIT A-301 XINGDA LOGISTICS BUILDING
NO.3, LANHUA ROAD FUTIAN FREE TRADE
ZONE SHENZHEN CHINA P.C. NO.518038
�８６‐７５５‐６１３０‐１０７７ FAX．８６‐７５５‐６１３０‐１０８０

IWATA BOLT（THAILAND）CO., LTD.
41/30 BLOCK C-8, BANGNA-TRAD RD. KMS.
16.5,
T. BANGCHALONG, A. BANGPLEE,
SAMUTPRAKARN 10540 THAILAND
�６６‐２‐７40‐786０ FAX．６６‐２‐７4０‐7863

IWATA BOLT（S）PTE. LTD.
NO.10 BENOI CRESCENT JURONG TOWN
SINGAPORE 629973
�６５‐６２６６‐３７９４・３７９５ FAX．６５‐６２６６‐２１１５

IBK FASTENER MALAYSIA SDN. BHD
No.2, JALAN PJS 11/3 BANDAR SUNWAY
46510 PETALING JAYA SELANGOR,MALAYSIA
�６０‐３‐５６３８０２１５ FAX．６０‐３‐５６３８０２１８

IWATA BOLT USA INC. ロサンゼルス工場
7131 ORANGEWOOD AVE. GARDEN GROVE,
CALIFORNIA 92841-1409 USA
�１‐７１４‐８９７‐０８００ FAX.１‐７１４‐８９７‐０８８８

IWATA BOLT USA INC. ロサンゼルス支店
１3128 A-2 IMPERIALHWYSANTA FE SPRINGS.
CALIFORNIA 90670 USA
�１‐５６２‐４０７‐３１１１ FAX.１‐５６２‐４０７‐３５５５

IWATA BOLT USA INC. アトランタ支店
5324 GA HWY 85 SUITE 900
FOREST PARK. GEORGIA 30297 USA
�１‐４０４‐７６２‐８４０４ FAX.１‐４０４‐６６９‐９６０６

IWATA BOLT USA INC. オハイオ支店
7446WEBSTER STREET DAYTON, OHIO 45414
USA
�１‐９３７‐４５４‐１２７７ FAX.１‐９３７‐４５４‐１４８０

IWATA BOLT USA INC. ナッシュビル支店
401 AIRPARK CENTER DRIVE NASHVILLE, TN
３7217 USA
�１‐６１５‐３６５‐１２０１ FAX.１‐６１５‐３６５‐１２０６

IWATA BOLT USA INC. カナダ支店
1199 RINGWELLDRIVE, UNIT B, NEWMARKET,
ONTARIO L3Y 7V1 CANADA
�１‐９０５‐９５３‐９４３３ FAX.１‐９０５‐９５３‐０１６７

IWATA BOLT MEXICANA, S.A. DE C.V.
CALLE PROLONGACION. 610 COLONIA
ALAMO INDUSTRIAL, GUADALAJARA, JAL.
MEXICO CP 45560
�５２‐３３‐３６６６‐２３７０ FAX.５２‐３３‐３６６６‐２３７３

はあなたの会社に
最適締結システムを提供します

ISO１４００１認定企業・ISO９００１認定企業 URL http : // www. iwatabolt. co. jp /


